
内
容
に
確
か
な
臨
場
感
が
読
み
取
れ
る
。
だ
か
ら
今
は
実
際
に
は
す
で

に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
に
就
い
て
も
追
及
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
拾
い
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
数
を
都
府
県
別
に
調
べ
て
見

る
と
、
東
京
別
、
京
都
、
大
阪
各
肥
、
長
野
、
愛
媛
各
岨
、
滋
賀
、
鳥

取
、
島
根
、
兵
庫
各
皿
、
山
梨
、
新
潟
各
８
、
石
川
、
神
奈
川
各
７
、

和
歌
山
、
徳
島
、
熊
本
、
大
分
各
５
、
埼
玉
、
千
葉
、
広
島
、
山
口
、

福
岡
各
４
、
宮
城
、
群
馬
、
富
山
、
静
岡
、
三
重
、
奈
良
、
岡
山
各
３
、

岩
手
、
福
島
、
滋
賀
、
香
川
、
高
知
各
２
、
茨
城
、
岐
阜
、
佐
賀
各
１
、

と
い
う
様
に
な
っ
て
い
る
・
地
域
も
数
も
大
変
な
広
が
り
と
数
で
あ
る
。

ま
た
著
者
は
こ
う
言
う
即
物
的
な
も
の
を
拾
い
挙
げ
た
だ
け
で
な

く
、
〃
歯
の
風
俗
〃
、
〃
歯
に
関
す
る
俗
信
、
迷
信
〃
、
〃
歯
痛
と
民
間
療
法
〃
、

〃
家
伝
薬
、
漢
方
療
法
″
に
つ
い
て
も
色
々
と
拾
い
出
し
て
い
る
。
集

大
成
と
言
っ
た
ら
著
者
は
遠
慮
し
て
そ
う
言
っ
て
呉
れ
る
な
と
言
い
そ

う
だ
が
、
実
際
は
限
り
な
く
そ
れ
に
近
い
事
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。

拾
い
出
さ
れ
た
文
献
も
二
八
五
に
も
及
ん
で
お
り
、
勿
論
私
等
は
初

め
て
見
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
面
か
ら
も
充
分
な
追
及
が

さ
れ
て
い
る
事
が
充
分
く
み
取
れ
る
。
今
後
こ
う
言
う
面
で
何
か
言
う

時
は
、
こ
の
本
を
通
ら
ず
に
は
一
寸
恥
ず
か
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
。

歯
痛
に
つ
い
て
は
あ
の
ガ
レ
ヌ
ス
も
〃
人
を
殺
す
こ
と
の
な
い
最
大

の
痛
み
は
歯
痛
で
あ
る
″
と
述
べ
て
い
る
が
、
人
類
の
こ
れ
に
就
い
て

の
対
応
に
は
色
々
の
事
が
な
さ
れ
て
い
る
。

外
国
で
も
こ
の
本
の
様
な
も
の
も
き
っ
と
あ
る
に
そ
う
い
な
い
と
思

う
が
、
そ
う
い
う
も
の
は
外
国
人
に
は
目
に
は
触
れ
に
く
い
と
思
う
。

終
わ
り
に
賛
辞
に
代
え
て
歯
痛
が
歴
史
を
動
か
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

一
つ
添
え
て
み
る
と
、
日
本
の
歯
科
医
学
教
育
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
高

山
歯
科
医
学
院
を
創
立
し
た
高
山
紀
齋
は
、
米
国
留
学
中
に
急
性
歯
髄

炎
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
処
置
が
動
機
で
そ
の
時
の
歯
科
医
の
く
昌
口
の
ロ
‐

言
員
瞥
に
就
い
て
歯
科
医
学
を
志
し
、
そ
こ
で
学
ん
で
帰
国
し
て
今
日

の
東
京
歯
科
大
学
の
前
身
で
あ
る
高
山
歯
科
医
学
院
を
創
立
す
る
事
に

な
っ
た
。

今
日
の
日
本
で
は
歯
科
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
極
め
て
容
易
に
な
っ

た
の
で
、
こ
ん
な
事
は
起
こ
り
に
く
い
し
、
著
者
も
述
べ
て
い
る
様
に

［
あ
ご
な
し
地
蔵
］
や
［
お
び
ん
ず
る
さ
ん
］
の
様
な
も
の
も
衰
退
し

て
ゆ
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
こ
の
本
の
意
味
の
重
さ
を
改

め
て
思
い
返
す
の
で
あ
る
。

（
榊
原
悠
紀
田
郎
）

〔
発
行
元
二
Ｔ
六
八
○
’
○
一
三
六
・
鳥
取
県
岩
美
郡
国
府
町
糸
谷
二

’
五
森
納
、
電
話
○
八
五
七
’
二
二
’
六
五
三
九
、
平
成
十
年
五
月
、

Ｂ
５
判
一
九
三
頁
、
四
五
○
○
円
〕

鈴
木
七
美
苦

『
出
産
の
歴
史
人
類
学
』

本
書
は
薬
学
を
専
攻
し
、
後
医
学
社
会
史
に
興
味
を
覚
え
、
「
歴
史
人

類
学
」
的
立
場
か
ら
出
産
を
取
り
上
げ
た
著
者
の
学
位
論
文
を
本
に
し

て
お
り
、
文
献
の
引
用
も
豊
富
で
、
多
彩
な
考
按
を
加
え
た
註
と
相
俟

っ
て
、
本
格
的
な
学
術
書
の
体
裁
を
な
し
て
い
る
。
助
産
史
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
評
者
も
、
一
読
し
て
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。
特
に
十
九
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世
紀
の
米
国
に
お
け
る
、
正
統
医
学
と
は
系
列
を
異
に
す
る
も
う
一
つ

の
医
療
ｌ
所
謂
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
を
提
示
し
て
い
た
セ
ク
タ
リ
ア
ン

（
非
正
統
医
療
者
）
の
出
産
に
つ
い
て
、
新
し
く
知
る
所
が
多
大
で
あ
っ

た
。
本
吉
は
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
次
に
略
述

す
る
。序
章
「
出
産
の
歴
史
人
類
学
の
た
め
に
」
で
は
、
総
論
的
に
出
産
の

歴
史
人
類
学
の
基
礎
と
な
る
諸
概
念
が
紹
介
さ
れ
、
分
析
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
「
産
婆
か
ら
医
者
へ
と
い
う
助
産
者
の
変
化
を
単
線
的
に
あ
と

づ
け
る
出
産
史
で
は
な
く
」
、
こ
れ
ま
で
手
が
着
け
ら
れ
て
い
な
い
「
出

産
観
の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
際
特
に
セ
ク
タ
リ
ァ
ン
運
動
に
お
け
る
出
産
観
で
は
、
「
自
然
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
出
産
の
歴
史

人
類
学
と
は
、
従
来
の
出
産
の
文
化
人
類
学
と
出
産
の
社
会
史
を
リ
ン

ク
す
る
領
域
を
め
ざ
す
も
の
だ
と
い
う
。

第
一
章
「
伝
統
的
産
婆
術
の
世
界
と
そ
の
解
体
」
で
は
、
米
国
で
「
産

婆
の
時
代
」
と
さ
れ
る
植
民
地
時
代
か
ら
十
九
世
紀
半
ば
あ
た
り
迄
の

出
産
を
概
観
し
、
有
名
な
バ
ラ
ー
ド
夫
人
の
日
記
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
一
般
向
け
の
助
産
耆
と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
の
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
（
代
表
作
崖
に
つ
い
て
、
詳
細
な
解
説
が
な
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
十
七
世
紀
英
国
の
サ
ー
モ
ン
に
よ
る
訳
書
と
い

わ
れ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
名
を
冠
し
た
偽
書
と
さ
れ
る
。
著
者
は
こ

れ
に
つ
い
て
、
二
世
紀
ソ
ラ
ヌ
ス
の
『
婦
人
科
論
」
、
六
世
紀
ム
ス
キ
オ

の
『
産
婆
問
答
集
」
、
更
に
十
六
世
紀
レ
ス
リ
ン
の
『
薔
薇
園
」
、
リ
ュ

ッ
フ
の
「
人
間
の
妊
娠
と
出
産
に
つ
い
て
」
、
ジ
ョ
ー
ナ
ス
の
英
訳
本
「
人

問
の
誕
生
」
と
続
く
助
産
害
の
系
譜
と
の
関
連
を
、
そ
の
類
似
に
よ
っ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ド
ク
タ
－

て
示
唆
し
て
い
る
。
米
国
で
は
一
七
七
○
年
以
降
正
規
医
師
が
現
わ

れ
、
産
科
医
師
は
安
全
面
か
ら
助
産
婦
に
よ
る
助
産
を
不
適
と
し
た
。

そ
し
て
一
八
四
○
年
以
降
零
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
」
も
出
版
を
み
て
い
な

い
Ｏ
第
二
章
で
は
ハ
ー
ブ
を
用
い
る
「
ト
ム
ソ
ニ
ア
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
出

産
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
南
北
戦
争
前
に
は
正
規
医
師
の
行
う
潟
血
、

下
剤
、
吐
剤
に
よ
る
治
療
に
対
す
る
不
信
か
ら
、
セ
ク
タ
リ
ア
ン
の
治

療
改
革
運
動
が
起
っ
た
。
農
夫
ト
ム
ソ
ン
は
幼
少
時
親
し
ん
だ
医
師
代

り
の
産
婆
ベ
ン
ト
ン
の
ハ
ー
ブ
療
法
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
ム
ソ

ン
は
、
出
産
に
は
本
物
の
痛
み
が
伴
い
、
必
要
な
の
は
時
間
だ
け
と
考

え
、
鉗
子
の
使
用
は
「
自
然
」
の
動
き
を
阻
害
し
、
医
師
の
潟
血
は
生
命

で
あ
る
血
液
を
取
り
去
る
の
で
「
自
然
の
法
則
」
に
反
す
る
と
し
て
、
医

師
を
呼
ぶ
こ
と
に
反
対
し
た
。
そ
し
て
妊
娠
中
か
ら
「
自
然
」
を
休
ま
せ

る
か
、
或
は
強
化
す
る
植
物
薬
を
す
す
め
、
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
の
立
場

か
ら
助
産
の
担
い
手
は
夫
と
し
、
「
自
然
」
を
助
け
る
助
産
術
を
説
い
た
。

第
三
章
は
「
ハ
イ
ド
ロ
パ
シ
ー
（
水
治
遼
に
お
け
る
出
産
」
で
あ
る
。

水
治
療
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
農
夫
プ
リ
ー
ス
ニ
ッ
ッ
に
始
ま
り
、
米
国

で
は
セ
ク
タ
リ
ア
ン
運
動
と
し
て
発
達
し
、
ハ
イ
ド
ロ
パ
シ
ー
医
を
養

成
す
る
学
校
も
設
立
さ
れ
た
。
ト
ム
ソ
’
一
ア
ニ
ズ
ム
が
出
産
の
際
痛
み

が
来
る
の
は
当
然
と
し
た
の
に
対
し
、
ハ
イ
ド
ロ
パ
シ
ー
で
は
出
産
は

正
常
で
自
然
な
過
程
で
あ
っ
て
、
産
痛
は
病
気
の
し
る
し
と
し
た
。
ま

た
前
者
で
は
ハ
ー
ブ
で
女
性
の
「
自
然
」
の
力
を
引
き
出
そ
う
と
す
る

の
に
対
し
、
後
者
で
は
水
に
よ
り
「
第
二
の
自
然
」
を
女
性
に
付
与
し
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て
、
健
康
な
出
産
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
違
い
が
あ
る
。

終
章
「
産
婆
世
界
解
体
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
出
産
・
自
然
・
癒
し
」

で
は
、
全
篇
の
総
括
と
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
米
国
に
お
け
る
出
産

の
変
化
ｌ
助
産
婦
か
ら
医
師
へ
と
い
う
歴
史
的
変
化
の
基
底
に
は
、
二

つ
の
セ
ク
タ
リ
ア
ン
運
動
に
み
ら
れ
る
様
な
異
る
自
然
観
、
身
体
観
の

葛
藤
が
存
在
し
た
と
い
う
の
が
著
者
の
主
張
で
あ
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
ス
は
「
女
性
と
セ
ク
タ
リ
ア
ン
医
療
」
と
い
う
論
文
で
、

一
九
七
○
年
代
初
め
か
ら
社
会
学
者
、
歴
史
学
者
達
の
間
で
、
米
国
の

医
療
の
中
の
セ
ク
タ
リ
ア
ン
医
療
に
関
心
が
も
た
れ
る
様
に
な
っ
た
と

述
べ
て
い
る
が
、
本
書
も
そ
の
傾
向
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
一
九

八
二
年
、
本
書
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
、
ラ
ジ
ェ
、
ま

た
ド
ニ
ソ
ン
氏
ら
海
外
の
六
名
と
、
日
本
か
ら
評
者
ら
四
名
と
で
行
っ

た
「
産
科
史
」
に
つ
い
て
の
谷
口
財
団
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
こ
と
が
想
起

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
女
性
学
者
は
医
師
で
は
な
か
っ
た
が
、
レ
イ
・
ウ

ー
マ
ン
の
助
産
史
観
に
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
所
が
あ
る
よ
う
な

印
象
を
受
け
た
。
セ
ク
タ
リ
ア
ン
の
自
然
の
強
調
と
、
最
近
の
自
然
分

娩
論
と
は
環
境
が
違
い
、
同
一
視
す
る
の
は
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。

し
か
し
産
科
医
の
間
で
も
、
十
八
世
紀
オ
ジ
ア
ン
デ
ル
の
鉗
子
率
四
○

％
と
ボ
エ
ル
の
自
然
的
助
産
術
、
我
国
の
賀
川
流
と
そ
の
反
対
者
に
代

表
さ
れ
る
積
極
・
手
術
主
義
と
待
期
・
自
然
主
義
の
二
代
潮
流
が
あ
り
、

後
ま
で
続
い
て
い
る
。
な
お
最
近
代
替
医
療
（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ

ィ
ス
ン
）
学
会
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
出
産
を
思
索

さ
せ
る
好
著
で
あ
る
。

（
石
脱
力
）

杉
田
暉
道
著

『
や
さ
し
い
仏
教
医
学
わ
が
国
最
初
の
夕
ｌ
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
学
」

五
三
八
年
、
百
済
聖
明
王
か
ら
わ
が
国
に
仏
像
と
仏
教
の
聖
典
が
献

ぜ
ら
れ
た
の
が
、
わ
が
国
へ
の
仏
教
伝
来
の
始
め
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
時
以
来
今
日
ま
で
、
仏
教
は
わ
が
日
本
民
族
の
政
治
・
思
想
・
社
会
．

経
済
な
ど
の
す
べ
て
の
分
野
で
深
い
か
か
わ
り
合
い
を
持
っ
て
き
た
こ

と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
著
者
は
多
く
の
仏
典
及
び
僧
侶
の
著
書
の

中
か
ら
、
医
術
に
つ
い
て
の
記
述
を
抽
出
し
、
兎
角
難
解
な
仏
教
用
語

を
や
さ
し
く
解
説
し
な
が
ら
、
仏
教
医
学
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
試

み
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
仏
教
医
学
と
は
・
仏
教
医
学
の
治
療
・
仏
教
教
団
の
一
日
の

過
ご
し
方
・
日
本
に
お
け
る
仏
教
医
学
・
仏
教
医
学
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ヶ

ア
・
仏
教
医
学
の
復
権
の
六
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

「
仏
教
医
学
と
は
」
で
は
、
冒
頭
か
ら
二
）
ブ
ッ
ダ
の
侍
医
・
ギ
バ

の
脳
・
痔
・
腸
捻
転
な
ど
の
六
つ
の
治
療
法
、
（
二
）
苦
・
集
・
滅
・
道

の
四
諦
の
思
考
方
法
が
医
学
治
療
の
考
え
方
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
、

（
三
）
イ
ン
ド
で
仏
教
教
団
に
入
団
す
る
場
合
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
方

法
、
（
四
）
仏
教
医
学
と
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ダ
（
イ
ン
ド
の
伝
統
医
学
）
の
病

因
論
の
比
較
、
（
五
）
金
光
明
最
勝
王
経
（
三
世
紀
頃
成
立
、
日
本
で
奈
良

時
代
に
広
く
読
経
）
の
中
の
医
療
の
記
述
、
（
六
）
経
典
に
書
か
れ
て
い
る

〔
新
朧
社
”
〒
Ⅲ
ｌ
咽
東
京
都
千
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